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ベトナム通信 ～当社グループ現地スタッフによる最新情報～ 

＜情報提供資料＞ 

一昔前まで、ベトナムでは犬や猫は鶏や豚のように食用に供されるか、猫であれば家人の留守

中にネズミを捕まえるためなどに一般家庭で飼われていました。ベトナムに西洋文化が入ってきて

からは、犬や猫をペットとして飼う文化が急速に浸透し始めました。日本と同じように家族として

飼う人が多く、一部の富裕層の中には、お金持ちのステータスとして血統書付きの高価な犬や

猫（ベトナム固有種ではない外国種）を飼う習慣も生まれています。 

ベトナムで人気のペットは犬、猫、鳥、魚、ウサギ、

ハムスター、ハリネズミなどです。これらのペットは飼

いやすく、ベトナムの生活環境に適しているので人

気があります。 

ベトナムでも犬と猫がペットの代表格で人気のツー

トップです。人気の犬種はプードル、パグ、チワワ、

ハスキー、アラスカン・マラミュート、ベッキーなどで

す。そして、モン・コック、バクハ、フーコック、インドシ

ナディンゴなどの珍しい固有犬もたくさん飼育されて

います。人気のある猫種ランキングで、ペルシャ, エ

キゾチック‐ショートヘア、ブリティッシュロングヘア、ブ

リティッシュショートヘア、メインクーン、ぶち猫、シャム

猫などが上位を占めています。 

ペット飼育に関する最近のトレンドですが、ペットのための食品・ヘルスケア・美容ケアサービスに

対する需要が高まっていて、ペット用品・サービスが人気を博し多様化も進んでいます。特に高

級住宅街では、ペットショップ、動物病院、ペットホテル、関連商品を扱う専門店などが増えてい

ます。自宅にペットがいない人々も動物との交流を求めていて、犬カフェや猫カフェも注目を浴び

ています。 

ベトナムで飼育されているペット数は、大都市を中心に年率 15〜20％で増加すると予測され

ています。東南アジアにおけるペットケア業界の売上高は約 40億ドルと推定されています。その
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ベトナム通信 ～当社グループ現地スタッフによる最新情報～ 

＜情報提供資料＞ 

内、ベトナム市場での売上高は約 5億ドルですが、今後も年率 11％ほどの成長が見込まれて

いて、ペット市場の可能性は非常に高いと言えます。 

ペットフードのコストは、総飼育費用の約 70〜80％を占めると推定されていて、その需要の伸

びは主にホーチミン市、ハノイ、ハイフォン、ダナン、カントーなどの大都市で顕著です。ペットフード

は輸入品が多く、需要増に対処するために、Invivo NSA、Smart Heart、Royal Canin と

いった外国ペットフードメーカーが小売業者や獣医科クリニックを通じたペットフード製品の流通シ

ステムの構築に注力しています。ちなみに、Invivo NSAは、ベトナム国内の犬と猫のフードファ

クトリーにも投資を実施しました。 

ベトナムにおけるペットサービス市場の将来性を見据えて、日本のイオンは PETEMO という名称

で 2 つのペットサービスセンターをイオンタンフーとイオントゥドゥック（ホーチミン市）に開設しまし

た。 なお、同センターが扱うペットケア製品の多くは同社ウェブサイトでも販売されています。 

ベトナムの高い経済成長を背景に、中間所得層に属する人口構成比は増大傾向にあり、今

後ペット市場は着実に拡大すると予測されています。 

                                                                                                                                 【写真提供：CPVN】 
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